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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工業的機器（Ｍ）を通じて循環している潤滑剤の質の変化を連続的または不連続的に監
視するための装置であって、前記工業的機器（Ｍ）が船舶用エンジンであるものにおいて
、
　－　潤滑剤分配組立体（２）であって、当該潤滑剤分配組立体（２）が、当該潤滑剤分
配組立体（２）の本体（５）上に定置された少なくとも１つの潤滑剤配管モジュール（６
）を備える型式のものであり、かつ、前記潤滑剤分配組立体（２）への潤滑剤供給部が、
前記工業的機器（Ｍ）の加圧箇所（Ａ）である、潤滑剤分配組立体（２）と、
　－　前記配管モジュール（６）に対して連結された、潤滑剤の少なくとも１つの物理化
学的なまたは固有の特性を決定するための測定手段の形式の、少なくとも１つの機能的構
成要素（８）であって、当該機能的構成要素が潤滑剤中に含まれる未溶解鉄粒子の量の測
定が可能なＭＥＭｓ（微小電気機械システム）またはＮＥＭｓ（ナノ電気機械システム）
から選択されたマイクロセンサまたはマイクロアナライザであり、前記少なくとも一つの
特性が、潤滑剤中に含まれる未溶解鉄粒子の量を含んでいる、機能的構成要素（８）と、
　－　前記機能的構成要素（８）によって生成された信号を測定するための、少なくとも
１つの測定システム（１０）と、
　－　工業的機器（Ｍ）または潤滑剤のそれぞれ少なくとも１つの機能的パラメータまた
は組成パラメータを制御するための、少なくとも１つの自動制御システム（１２）とを備
えた装置。
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【請求項２】
　前記測定手段の形式の前記少なくとも１つの機能的構成要素（８）が、さらに、温度、
圧力、粘度、ＢＮ（塩基価）及び含水量のうちのいずれか１つを測定可能であり、前記少
なくとも１つの特性として、さらに、温度、圧力、粘度、ＢＮ（塩基価）及び含水量のう
ちのいずれか１つが選択される、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記潤滑剤分配組立体（２）はフィルタ（７）を備えていることを特徴とする請求項１
または２記載の装置。
【請求項４】
　特定のマイクロアナライザまたは特定のマイクロセンサが、測定されるそれぞれの物理
化学的特性または固有の特性と関連していることを特徴とする請求項１から３のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記潤滑剤分配組立体は、エンジンの下流側に位置した配管上に定置されていることを
特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　２つの同様の装置が、工業的機器（Ｍ）の上流側と下流側とに定置されていることを特
徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　単独または混合物での潤滑剤の循環を伴う工業的機器を制御するための方法であって、
前記制御は、前記循環している潤滑剤の少なくとも１つの物理化学的なまたは固有の特性
を連続的または不連続的に監視することによって行われ、
　－　請求項１から６のいずれか一項に記載の装置内へと潤滑剤が連続的または不連続的
に導入され、
　－　請求項１から６のいずれか一項に記載の装置内において、前記潤滑剤分配組立体の
本体上に定置される前記配管モジュールに対して連結された前記測定手段によって、前記
潤滑剤の少なくも１つの物理化学的な又は固有の特性が測定され、前記少なくとも１つの
特性は、潤滑剤中に含まれる未溶解鉄粒子の量を含んでおり、そして、
　－　測定された１つないし複数の値を次に信号の形態で返すことができるように、それ
らの値が電算化手段によって処理され、それらの信号の形態は、測定された特性の性質お
よび応答に従って工業的機器および潤滑剤の少なくとも一方の機能的パラメータをそれぞ
れ制御するのに適した信号の形態であり、
　前記工業的機器は船舶用エンジンであり、前記少なくとも１つの物理化学的な特性また
は固有の特性の連続的な監視は、中速から高速の４ストローク船舶用エンジンの潤滑油、
および低速２ストローク・エンジンのシステム油に対して行われる方法。
【請求項８】
　抜き取られた潤滑剤が、分析後に工業的機器の潤滑回路内へと連続的に再注入されるこ
とを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記工業的機器（Ｍ）の機能的パラメータは、エンジンの出力、潤滑油の種類及び潤滑
油のレベルのうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　単独または混合物での潤滑剤の循環を伴う工業的機器を制御するための方法であって、
前記制御は、前記循環している潤滑剤の少なくとも１つの物理化学的なまたは固有の特性
を連続的または不連続的に監視することによって行われ、
　－　請求項１から６のいずれか一項に記載の装置内へと潤滑剤が連続的または不連続的
に導入され、
　－　請求項１から６のいずれか一項に記載の装置内において、前記潤滑剤分配組立体の
本体上に定置される前記配管モジュールに対して連結された前記測定手段によって、前記
潤滑剤の少なくも１つの物理化学的な又は固有の特性が測定され、前記少なくとも１つの
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特性は、潤滑剤中に含まれる未溶解鉄粒子の量を含んでおり、そして、
　－　測定された１つないし複数の値を次に信号の形態で返すことができるように、それ
らの値が電算化手段によって処理され、それらの信号の形態は、測定された特性の性質お
よび応答に従って工業的機器および潤滑剤の少なくとも一方の機能的パラメータをそれぞ
れ制御するのに適した信号の形態であり、
　前記工業的機器は船舶用エンジンであり、前記少なくとも１つの物理化学的な特性また
は固有の特性の不連続的な監視は、低速２ストローク船舶用エンジンのシリンダ油に対し
て行われる方法。
【請求項１１】
　抜き取られた潤滑剤が、分析後に工業的機器の潤滑回路内へと連続的に再注入されるこ
とを特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記工業的機器（Ｍ）の機能的パラメータは、エンジンの出力、潤滑油の種類及び潤滑
油のレベルのうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１０記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工業的機器を通じて循環している潤滑剤の質における変化の連続的ないし不
連続的な測定の分野に関する。
【０００２】
　本発明は、より具体的には、運転中の設備、例えばエンジンや機械などの工業的機器内
の潤滑剤の特性における変化を測定することを可能とする装置に関する。
【０００３】
　本発明はまた、工業的機器（例えばエンジン、特に燃焼エンジン）や機械（例えば回転
機械）の潤滑剤の質を監視することによって、その運転を制御するための方法にも関する
。
【０００４】
　より具体的には、本発明は、船舶用エンジン（例えば４ストローク型や２ストローク型
のもの）を、当該エンジン内を循環する油および／または当該エンジンから回収した油を
分析することによって検査することに関する。
【背景技術】
【０００５】
　これらの適用例は、本説明の残りの部分でより具体的に説明されることとなるが、もち
ろん、本発明の主題を成す装置および方法は、運転するために潤滑剤の循環ないし存在を
必要とする工業的機器への如何なるタイプの検査に適用されてもよい。
【０００６】
　具体的には、潤滑剤は、極めて多品目の工業的機器、事実上、実質的に全てのエンジン
や機械に一般的に用いられる。前記の潤滑剤は、多くの本質的な機能、例えば：
　－　動力消費を低減すること、
　－　大気排出を制限すること、
　－　摩耗を制限すること、
　－　（特に敏感であると言われる部品の）冷却をすること、
　－　腐食に対する保護、および／または、
　－　密封を改善すること、
に特に貢献すると言ってもよい。
【０００７】
　機械は、発電設備、タービン、特にガスタービンや蒸気タービン、減速ギアボックスや
増速ギアボックス、液圧プレス、工作機械、圧縮機、変圧器、或いは熱油回路を使用する
熱設備でさえあってもよい。
【０００８】
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　より具体的には、エンジンは、例えば船舶、トラック、輸送機関、競走用自動車、農業
用設備、取扱および／若しくは輸送用車両、バス、または列車に取り付けられる工業的機
器の品目であってもよい。
【０００９】
　船舶用エンジンの分野においては、４ストローク・サイクルで作動する船舶用エンジン
と、２ストローク・サイクルで作動する船舶用エンジンとの間での区別が一般的になされ
る。４ストローク・エンジンは、高速ないし中速の作動サイクルを有していてよい。最初
の型式のエンジンは、陸上用エンジンを起源とする低～中出力帯（シリンダ当たり１５か
ら２００ｋＷ）のエンジンであって、低い硫黄含有量を有した船舶用ディーゼルなどの蒸
留液タイプの燃料を使用するエンジンである。それらの運転速度は、一般的に毎分約１２
００回転である。これらのエンジンは、低トン数船舶の推進のために、また、より大型の
船舶に乗っている発電設備として用いられる。
【００１０】
　中速４ストローク船舶用エンジンは、中～高出力帯（シリンダ当たり５００から２００
０ｋＷ）の、高速４ストローク・エンジンと同様の設計のエンジンであるが、これらのエ
ンジンは、より大きなピストン・シリンダ組立体の寸法において後者のエンジンと異なっ
ている。これらのエンジンは一般的に、重質燃料油として知られた燃料を使用する。重質
燃料油は、その高い硫黄含有量のために、高い（一般的には潤滑剤１ｇ当たりのＫＯＨが
３０から６５ｍｇの間に含まれる）全塩基価（ＢＮ）の潤滑剤を必要とする。
【００１１】
　中速４ストローク船舶用エンジンの運転速度は、毎分３００から６００回転の間に含ま
れる。これらのエンジンは、例えばＲｏ－Ｒｏ（ロールオン・ロールオフ）型のユニット
、貨物船、タンカー、フェリー、或いは特定のコンテナ船にまで及ぶ、多くの船舶の推進
に用いられる。それらのエンジンはまた、より大型の船舶に乗っている発電設備として、
或いはディーゼル発電所においても用いられてよい。
【００１２】
　４ストローク船舶用エンジンは、特にそれらのエンジンが潤滑される方式の観点から、
２ストローク船舶用エンジンとは非常に異なる方式で作動する。具体的には、２ストロー
ク船舶用エンジンは、高～超高出力帯（シリンダ当たり２０００から６０００ｋＷ）にお
ける、非常に低速のエンジンである。これらのエンジンは常に、互いに別々に潤滑される
２つの部分から成り立っている。それらの２つの部分は、ピストン・シリンダ組立体とク
ランクシャフトである。そのピストン・シリンダ組立体は、一般的にＳＡＥ５０または６
０のグレードの高粘度シリンダ油で、損失潤滑油原理に基づいて潤滑される。またクラン
クシャフトは、一般的にＳＡＥ３０のグレードの低粘度システム油によって潤滑される。
【００１３】
　これらの２ストローク・エンジンは一般的に、重質燃料油と名付けられた燃料を使用す
る。重質燃料油は、その高い硫黄含有量のために、 一般的に油１ｇ当たりのＫＯＨが１
００ｍｇもの大きさとなり得る全塩基価（ＢＮ）のシリンダ油を必要とする。
【００１４】
　潤滑剤は、エンジンや機械の内部回路を通じて流れるときに、不純物および／または当
該エンジンや機械の摩耗生成物を拾い集めることとなる。その結果として、潤滑剤は、工
業的機器が作動するにつれて、多少とも速やかに劣化してしまうこととなる。従って潤滑
剤は、エンジンや機械の運転に関する、存在するかもしれない如何なる不純物にも関する
、その機械的条件に関する、従って、その現在および将来の実用性能に関する、大量の貴
重な情報を含んでいる。
【００１５】
　潤滑剤がそのエンジン内や機械内での使用期間で被る様々な劣化および／または汚染は
、例えば潤滑剤のＢＮの変化、潤滑剤の粘度の変化、金属粒子の出現、潤滑剤の含水量の
変化などに繋がって、エンジンや機械の敏感な部分に対する不可逆性の腐食および／また
は損傷へと繋がるかもしれない。
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【００１６】
　本発明が（連続的ないし不連続的に）測定および分析できるようにするのは、これらの
パラメータである。これは、エンジンや機械のより良好な制御、より良好な使用、および
、より良好な保護を得るためである。
【００１７】
　エンジンの場合には（より具体的には低速２ストローク・クロスヘッド船舶用エンジン
の場合には）、酸性ガスを含む燃焼残留物が、ピストン・シリンダ組立体内部の潤滑油と
直接的に接触している。
【００１８】
　これらの酸性ガスは、重質燃料の燃焼から作られることがあり、これらは特に硫黄酸化
物（ＳＯ２、ＳＯ３）である。これらの硫黄酸化物（ＳＯ２、ＳＯ３）は、次に燃焼ガス
内および／または油内に存在する水分との接触によって加水分解される。この加水分解は
、亜硫酸（ＨＳＯ３）や硫酸（Ｈ２ＳＯ４）を発生させる。
【００１９】
　作られた酸は、特にシリンダ・ライナの表面を保護して過度な腐食性の摩耗を防止する
ために、中和されなければならない。これは一般的に、潤滑剤の中に含まれる塩基サイト
との反応によって行われる。
【００２０】
　油の中和能は、その塩基度を特徴付けるＢＮ、即ち塩基価によって決定することができ
る。それは、通常は規格ＡＳＴＭ Ｄ－２８９６に従って測定され、油のグラム当たりの
水酸化カリウムの当量、即ちｍｇ ＫＯＨ／ｇで表される。ＢＮは、エンジン燃料として
用いられる重質燃料の硫黄含有量に合うように油の塩基度を調節するための通常の基準で
ある。その塩基度の調節は、当該燃料内に含有されて硫酸へと転換されやすい硫黄を中和
することができるように行われる。
【００２１】
　かくして、重質燃料の硫黄含有量が高くなればなるほど、船舶用油のＢＮを高くする必
要がある。これが、例えば５から１００ｍｇ ＫＯＨ／ｇに渡って変化するＢＮの船舶用
油を市場で見出すことのできる理由である。従って、使用される燃料の硫黄含有量に合う
ように潤滑剤のＢＮを調節する必要性が存在するのである。
【００２２】
　その上、環境に対する関心が、一定の地帯、特に沿岸地帯において、船舶で使用される
重質燃料内の硫黄含有量を制限することについての厳しい要求へと繋がってきている。
【００２３】
　これは、例えば２００５年５月に発効したＩＭＯ（国際海事機関）のＭＡＲＰＯＬ（マ
ルポール条約：船舶からの大気汚染の防止に関する規制）付属書６の場合である。それは
、重質燃料（２ストローク船舶用エンジンに供給するもの）に対して４.５％ ｍ／ｍの最
大硫黄含有量を設定するとともに、硫黄酸化物排出規制区域（ＳＥＣＡｓ）の創設を認め
ている。これらの地帯に入る船舶は、既定値を満たすために、最大硫黄含有量が１.５％ 
ｍ／ｍの重質燃料、またはＳＯｘ排出を制限するように意図された如何なる他の代替的処
理をも用いなければならない。表記「％ ｍ／ｍ」は、ある化合物を含有した重質燃料配
合物や潤滑剤配合物の総重量に対する、その化合物の質量百分率を示す。
【００２４】
　もっと最近では、ＭＥＰＣ（海洋環境保護委員会）が２００８年４月に会合を行い、Ｍ
ＡＲＰＯＬ付属書６に対する修正を提案した。これらの修正は、下記の表１に要約されて
いる。彼らは、最大硫黄含有量制限が２０１２年までに全世界最大含有量を４.５％ ｍ／
ｍから３.５％ ｍ／ｍまで下げられて厳しくなる、という筋書きを発表した。ＳＥＣＡｓ
は、２０１０年までの最大許容硫黄含有量の１.５％ ｍ／ｍから１.０％ ｍ／ｍへの相応
の低下と、ＮＯｘ含有量および微粒子に関する新たな限度の追加とを伴ったＥＣＡｓ（排
出規制区域）になることとなる。
【００２５】
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【表１】

【００２６】
　大陸横断航路上の船舶は、今後は、地元の環境的な制約に従った個別のタイプの重質燃
料を使用することとなる。この状況は、重質燃料の許容最大硫黄含有量に対して設定され
た最終レベルにともかく耐えることとなる。
【００２７】
　かくして、現在建造中の大多数のコンテナ船について、幾つかの燃料タンクの使用が計
画されており、それらの燃料タンクには、硫黄含有量の高い「公海用」燃料油のためのも
のや、硫黄含有量が１.５０％ ｍ／ｍ以下の「ＳＥＣＡ用」燃料油のためのものがある。
【００２８】
　これら２つの燃料油の区分同士の間の切り換えは、エンジンの運転条件への適合、特に
適切なシリンダ潤滑剤の使用を必要とするかもしれない。
【００２９】
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　その結果として、低速２ストローク・エンジンのシリンダ潤滑を最適化するための１つ
の最初の解決策は、重質燃料とエンジンの運転条件とに合わされたＢＮを有する潤滑剤を
選択することである。この最適化は、エンジンの運転の柔軟性を低下させると共に、ある
タイプの潤滑剤から別のタイプの潤滑剤への切換えをなすべき条件を規定するのに、乗組
員側に対して高水準の技術的スキルを要求する。もう１つの代替案は、単一の潤滑剤を使
うこと、および、使用する燃料に応じてエンジンの運転条件（潤滑のレベルや他の燃焼パ
ラメータ）を最適化することである。
【００３０】
　この最適化は、潤滑剤のＢＮの連続的ないし不連続的な分析によって達成されるかもし
れない。これは、当該潤滑剤の当該ＢＮと、エンジンに動力を供給する燃料の硫黄含有量
との間の適合性に要求されるレベルを維持するためである。その目的は極めて明らかに、
低すぎるＢＮでエンジンを運転するのを避けることである。この低すぎるＢＮでの運転は
、エンジンの敏感なピストン・シリンダ部品に対する不可逆性の腐食や、シリンダ内部に
おける潤滑剤の実用性能の急速な低下を引き起こすかもしれないのである。
【００３１】
　また、４ストロークや２ストロークのエンジンの（若しくは機械の）機械的摩耗が、そ
の燃料における一定の物理化学的特性ないし固有の特性を分析することによって、検査す
ることができ、特に制御することができるようになっている必要がある。例えば、エンジ
ンの敏感な部分の構成に（当該エンジンの設計に応じて）使用される一定の金属（非限定
的にＦｅ、Ｐｂ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｓｂ、Ａｇを含む）の比含有量の測定が、分
析された潤滑剤中にこれらの金属が（金属の形態でか、溶解されてのいずれかで）存在す
ることを示すときには、この／これらの当該配合物の存在は、次のことを意味するかもし
れない。即ち、エンジンの敏感な部分で材料が引き剥がされており、かくしてエンジンの
部分的な破壊、ないしは重大な破壊にまでも繋がることである。従って、エンジンの金属
部分の摩耗が、できるだけ早く、それどころか、その摩耗が始まるや否や検出されること
が重要であり、或いは最も重要なことでさえある。従って、この検出は、エンジン運転中
における燃料の厳密かつ不断の分析的な監視の段階を経なければならない。
【００３２】
　摩耗に由来する金属と全く同様に、潤滑剤の粘度を検査することも重要であり、これは
例えば、
　－　当該潤滑の対象とされる転がりや滑りの接触や摩擦に関わるエンジン（若しくは機
械）の敏感な部分の摩耗率を最小限にするため、
　－　過熱を制限するため、
　－　エネルギ消費を低減するため、および、
　－　局部冷却に貢献するためである。
【００３３】
　潤滑剤の粘度を検査することによって、当該潤滑剤が別の流体、例えば燃料、冷却剤、
または何か他の潤滑剤で汚染されてしまったことを迅速に検出することが可能となる。
【００３４】
　同様に、過剰な含水量は、特に「スラッジ」を形成することによって、潤滑剤の機能的
な質を急速に損なうかもしれない。そのスラッジは、潤滑剤の質を損ない、このため腐食
率の増大を、従ってエンジンや機械の敏感な部分の摩耗率の増大を引き起こすのである。
水分中のバクテリアの存在は、当該潤滑剤の急速な劣化に繋がり得る汚染の重大な原因と
もなり、また当該潤滑剤と接触するオペレータの健康に対する重大な危険性を引き起こし
もする。従って、粘度、摩耗生成物に関する含有量、および含水量の連続的ないし不連続
的な測定は、エンジンや機械の正確な運転を監視するための重大な機会を提供して、エン
ジンや機械の性能を改善すると共に、最終的にはエンジンや機械の耐久性を改善するため
に、その摩耗や腐食に対する保護を改善する。
【００３５】
　従って、機械やエンジンを通じて流れる潤滑剤は、エンジンや機械の運転に対して本質
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的である多くの機能を成し遂げることの一部の役割を果たすが、上記に示したように、そ
の潤滑剤は当該運転中に劣化を被ることとなる。従って、機械および／またはエンジンの
腐食、劣化、或いは故障さえも防止するために、潤滑剤が使用されている間、その潤滑剤
の特性を監視することが適切である。
【００３６】
　使用されている潤滑油の分析的な監視、また最終的には、エンジン、特に船舶用エンジ
ンの潤滑剤を分析することによる、そのエンジンの運転の連続的ないし不連続的な監視は
、エンジンや機械の当該運転を最適化することの、また当該工業的機器の機械的な障害を
防止するための強力な手段ではあるが、既存の技術で利用可能な方法や科学技術を用いる
この監視は、それでもなお多くの問題を引き起こす。
【００３７】
　具体的には、今までの所、以下の３つの本質的機能を同時に成し遂げることのできる技
術的解決策は存在しない：
　１／　多くの測定値（ＢＮ、粘度、含水量、微粒子含有量その他）を返すこと、
　２／　これらの測定値を、大部分について連続的に、或いは、その他については非常に
高い繰返し頻度で（数分ないし何十分かで）不連続的に返すこと、そしてとりわけ、
　３／　試料／分析の組み合わせが真に代表するものであることを保証するため、潤滑剤
がエンジンや機械を通じて循環するときに、これらの測定をその潤滑剤に対して直接的に
実行すること。
【００３８】
　既存の技術において利用可能な技術的解決策は全て、使用されている潤滑剤の試料を取
ることを必要とし、このことは、代表性の明らかな問題を、また、その試料が分析されて
しまう前に時がたてば漸進的に変化してしまうという問題をも引き起こすかもしれない。
【００３９】
　現行の解決策は、一般に「オフライン」や「アットライン」、或いは「ミニラボラトリ
」として知られている。
【００４０】
　「オフライン」で、即ち外部の試験所で行われる分析は、それらの結果に関しては満足
の行くものであるが、油質の突然の変動、例えばＢＮの急速な変動や突然なエンジンの摩
耗を考慮する必要性にはうまく適合しない。具体的には、船舶から数百キロメートル離れ
て設置された試験所まで試料を輸送する必要性は、対応する試料が取られた後で結果に至
るのに数日ないし数週間、或いは数ヶ月さえかかるかもしれず、従って、その結果は受け
取られた時には既に的外れになるかもしれないことを意味する。それは、エンジンの運転
条件が変化してしまったり、或いは率直に言って、極端な状態では機械的な損傷やエンジ
ンの故障さえも生じてしまってたりしているためである。従って、結果を戻すのに必要な
過大な所要時間のせいで、リアルタイムでのエンジンや機械の最適化や、潤滑剤の劣化や
汚染の早期の検出が不可能となってしまう。同じことが、船舶用エンジンの運転のリアル
タイムでの最適化、例えば燃料およびその硫黄含有量に応じてエンジンの潤滑のレベルを
設定することなどにも当てはまる。
【００４１】
　また、分析前に試料を輸送するために長い所要時間は、これらの試料に変質を被らせる
かもしれず、或いは大気との接触や、当該試料を入れて輸送する容器内の如何なる関連し
た水分との接触によっても、まさにこれらの試料内に微生物を発生させさえするかもしれ
ない。そして、このことは、一定型式の分析の結果に、多かれ少なかれ偏りを持ち込むか
もしれない。
【００４２】
　これらの様々な欠点を「船上」型の分析システムを用いることによって克服するための
解決策が既に提案されている。当該分析は、携帯用ケース内に入れられた「ミニラボラト
リ」を用いて行われる。
【００４３】
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　分析は、これらの「ミニラボラトリ」を用いて、実行するのが比較的簡単であるが、し
かし分析技術は限定されたままである。測定の頻度は一般的に数日毎から週１回であり、
何よりも、それらの分析は、訓練された資格のある技術者が船舶に乗っていることを必要
とする。
【００４４】
　同じことが、「アットライン」分析、即ち、同様に船上で行われるが特殊な試験所型の
分析器を用いる分析にも当てはまる。これらの分析（これらは事実上、非常に多くの投資
、船員に対する追加の仕事量、および少なからぬ量のオペレータ時間の結果である）は、
同様に、適用が限定されると共に、それらの分析の詳細に関して（特に分析器の較正、分
析器の使用、および分析の維持について）かなり用心することを必要とする。これらの「
アットライン」分析は、その上、オペレータの側に多量の訓練と相当量のスキルを要求す
る。
【００４５】
　かくして、ＥＰ１４８５６９６は、船舶用エンジン潤滑剤の全塩基価（ＴＢＮ）を以下
の３段階で決定するための方法を記述している：
　ａ）　８４０から９１０ｃｍ－１の赤外線吸収帯を測定すること、
　ｂ）　当該帯域周波数内で少なくとも１つの重要なピークに対する吸光度値を決定する
こと、および、
　ｃ）　計算されたベースラインからのピークの吸光度値に基づいて潤滑剤のＴＢＮを計
算すること。
【００４６】
　同じことが、船舶用ディーゼルエンジンの潤滑剤中の汚染物質を決定するための方法を
記述しているＷＯ ０３／０４８７６３にも当てはまる。この方法は、オペレータ側の以
下の４つの行動を必要とする：
　ａ）　既知の特性を有すると共に既知量の汚染物質を含む参照試料として知られるもの
に対してＵＶスペクトルを得ること、
　ｂ）　較正モデルを展開すること、
　ｃ）　同じ条件の下で試料についての測定値を取得すること、
　ｄ）　汚染物質濃度を計算すること。
【００４７】
　上記に示したように、船舶用エンジンの潤滑剤を分析的に監視することによってそのエ
ンジンの運転を監視するための解決策が存在はするのであるが、これらの技術は、当該運
転の徹底したトレーサビリティの保証を伴って連続的ないし不連続的に結果が得られるこ
とを可能とはしない。その上、それらの技術は一般的に、それらを管理する船員の側に適
性とノウハウを要求すると共に、完璧な分析的監視を達成するために少なからぬ量のオペ
レータ時間を必要とする。
【００４８】
　上記で述べた解決策の全ての場合において、エンジン潤滑剤の質を監視することによっ
て、硫黄とＢＮとの組み合わせが監視されること、および／またはエンジンの異常が早期
に検出されることは、体系的に可能とはならないであろう。従って、長さの変動する不確
定な期間が結果として生じるかもしれないが、これは、環境に対して有害（大気中へ排出
される過剰な硫黄）であったり、或いは（初期の徴候が十分早く検出されなかったことに
よる不可逆な破損などの）損傷の危険性を伴ってエンジンに対して有害であったりするか
もしれない。
【００４９】
　同じことが、国際ＰＣＴ出願 ＷＯ ０３／０９１５５０にも当てはまる。この出願にお
いて用いられる技術は、潤滑剤および燃料中の鉄含有量および硫黄含有量をそれぞれ測定
するためのＸ線蛍光分光法と、潤滑剤のＢＮを測定するための赤外線分光法である。
【００５０】
　分光法技術、例えばＸ線、赤外線、或いは紫外線の分光技術さえも求めるかもしれない
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これら「アットライン」型の解決策は全て、敏感で壊れやすく（光学的内部経路）、注意
して正しい温度その他で保管、設置、および取扱いをせねばならない設備を必要とする、
ということに留意されたい。
【００５１】
　また一般的に、これらの様々な分析技術は、潤滑剤がかなり頻繁に分析される状況での
連続的ないし不連続的な操作に対しては、特に十分に適合してはいない。
【００５２】
　特に、提案された解決策は、費用がかかり、かさばる設備や資格のあるオペレータを要
求し、試料を取ってから分析結果を得るまでの間に比較的長い時間を必要とし、試料が無
くなったり汚染されたりする危険性を引き起こし、および／または、調査されるシステム
に対して素早く適用することができない。
【発明の概要】
【００５３】
　本発明の目的は、使用されている潤滑剤について直接的に、連続的ないし不連続的な分
析結果を得ることができるようにする装置および方法を提案することによって、これらの
欠点の全部ないし幾つかを改善することである。これは、機械やエンジン（特に燃焼エン
ジン、より具体的には船舶用エンジン）の潤滑剤の質を監視することによって、潤滑剤の
如何なる劣化や汚染をも早期に検出できるようにし、かくして、それらの機械やエンジン
の運転を、最適化できる、および／または検査できるようにするためである。
【００５４】
　本発明は、３つの本質的機能を同時に成し遂げることができ、これらの機能は：
　１／　多くの測定値（ＢＮ、粘度、含水量、微粒子含有量その他）を返すこと、
　２／　これらの測定値を、大部分について連続的に、或いは、その他については非常に
高い繰返し頻度で（数分ないし何十分かで）不連続的に返すこと、および、
　３／　エンジンや機械を通じて循環する潤滑剤に対して直接的に測定を実行する（かく
して、試料と分析との組み合わせが真に代表するものであることを保証する）ことである
。
【００５５】
　一方ではその小さな寸法、他方ではその高いモジュール性ゆえに、事実上全てのエンジ
ンや全ての機械に合うように装置を容易に適合させることができる。
【００５６】
　このために、本発明の第１の主題は、工業的機器を通じて循環している潤滑剤の質の変
化を連続的または不連続的に監視するための装置であって、以下を備えるか、または本質
的に以下より成る装置に関するものである：
　－　潤滑剤分配組立体であって、当該分配組立体の本体上に定置された少なくとも１つ
の潤滑剤配管モジュールを備える型式の潤滑剤分配組立体、
　－　前記配管モジュールに対して連結された、潤滑剤の少なくとも１つの物理化学的特
性または１つの固有の特性を決定するための測定手段の形式の、少なくとも１つの機能的
構成要素、
　－　前記機能的構成要素によって生成された信号を測定するための、少なくとも１つの
測定システム、および、
　－　工業的機器または潤滑剤のそれぞれ少なくとも１つの機能的パラメータまたは組成
パラメータを制御するための、少なくとも１つの自動制御システム。
【００５７】
　本発明で用いることのできる分配組立体のうち、ＷＯ ２００７／１１０５０４ Ａ１で
説明されているものへの言及がなされてもよい。その分配組立体は、小容積のものであっ
て：
　－　少なくとも１つの平坦面を備え、その平坦面上に少なくとも１つの潤滑剤配管モジ
ュールが定置されている本体、
　－　本体の内部に形成された潤滑剤用の通路、
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　－　潤滑流体が機能的構成要素へ入る前にその潤滑流体を濾過するための、分配組立体
の内部に設置された較正済みフィルタ、および、ことによると、
　－　分配組立体の本体に固定された付加的配管モジュールに対して連結された、特殊な
分析のために潤滑剤を調製するための装置、
を備えている。
【００５８】
　機能的構成要素を支持する分配組立体の寸法は、長さで１００ｍｍから３００ｍｍ、幅
と高さで２０ｍｍから７０ｍｍに及んでいてよい。従って、全体寸法は小さく、３００ｍ
ｍ×７０ｍｍ×７０ｍｍ以下とすることができる。
【００５９】
　配管モジュールは、規格ＡＮＳＩ／ＩＳＡ－７６.００.０２－２００２、より最近では
ＩＥＣ ６２３３９－１:２００６に従って、分配組立体の本体の平坦面上に固定される。
【００６０】
　分配組立体は、特に配管モジュール上に定置された、試料調製装置を備えていてもよい
。この分配組立体は、測定すべきパラメータに応じた特定の分析、ないしはいくつかの分
析のために試料を調製する目的で、試料加熱または冷却ユニット、圧力を低下させるため
のユニット、流量を検査および／または制御するためのユニット、特定の濾過操作を行う
ためのユニットであってもよい。
【００６１】
　少なくとも１つの機能的構成要素が、試料採取（サンプリング）システムのためのＮＥ
ＳＳＩ（新サンプリング・センサ構想）の勧告に従った配管モジュールに連結される。
【００６２】
　機能的構成要素は、ＭＥＭｓ（微小電気機械システム）またはＮＥＭｓ（ナノ電気機械
システム）として当該技術で知られたマイクロセンサまたはマイクロアナライザであるこ
とが有利である。これにより、例えば、潤滑剤の温度および／または圧力、粘度、ＢＮ、
或いは潤滑剤中に含有される未溶解鉄粒子の量でさえ測定することが可能となる。極めて
具体的には、マイクロセンサまたはマイクロアナライザは、配管モジュールに対して取り
付けられる。
【００６３】
　これらのマイクロアナライザは、例えばＭＥＭｓ企業のシュルンベルジェやベクトロン
によって、特にそれぞれの商品名のエクスキャリバーやヴィスマート（商標）の下で市販
されている。
【００６４】
　より一般的には、潤滑剤について測定される物理化学的特性および／または固有の特性
は、異なる種類のもの、例えば以下のものであってよい：
　－　粘度の測定（これは、異常な局所的発熱部分からエンジンの敏感な部分を有効に保
護する潤滑剤の機能的な能力を検査することを可能とするかもしれない（当該発熱部分は
、潜在的にエンジン破壊の兆候に繋がり、時にはエンジンの運転の妨げとなる））、
　－　ＢＮの測定（これは、燃焼重質燃料の硫黄含有量による酸腐食の影響からエンジン
の敏感な部分を保護する潤滑剤の能力を検査することを可能とするかもしれない）、
　－　潤滑剤中に存在する金属粒子含有量（鉄や他の金属）の測定（これは、（測定され
た量が非常に低いレベルにあるときには）エンジンの正確な運転を検査すること、或いは
（測定された含有量のレベルが著しく増大するときには）機械的部分から剥ぎ取られる金
属と関連した機械的な不調の始まり（これは、正確なエンジンの運転に対して極めて敏感
かつ本質的なものであると言って差し支えない）を検出することを可能とするかもしれな
い）、
　－　遊離水および／または溶解水である水分の含有量（含水量）の測定（これは、エン
ジン（または機械）の、並びに、例えば油を連続的に濾過する（油／水分離が油溜の設計
によって、および／または、それに加えて遠心回転によって行われる）装置などの潤滑剤
回路の補機類の、通常の状況下での正確な運転を評価することを可能とするかもしれない
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）。
【００６５】
　後者の測定は、特に、エンジンに特有の、若しくは潤滑剤冷却回路に特有の水分の侵入
による、或いは、補助的な濾過、分離、および潤滑剤処理用の設備の不調発生によりさえ
する、予期せぬ原因を検出することを可能とするかもしれない。
【００６６】
　一般的に、各マイクロアナライザは、１つないし複数の明確に規定された特性を決定す
るために選択される。従って、検査すべき特性、または検査すべき物理化学的特性ないし
固有の特性の組があるのと同じ数のマイクロアナライザがあると言っても差し支えない。
特に、測定される物理化学的特性ないし固有の特性のそれぞれが、１つの特定のマイクロ
アナライザやマイクロセンサと関連付けられるのである。
【００６７】
　これらのマイクロアナライザと組み合わされて、当該マイクロアナライザによって生成
された１つないし複数の信号を測定するための電子システムおよび／または電算化システ
ムが、当該信号を形成および定量化することを可能とする。これは、最終的には、工業的
機器および／または潤滑剤の少なくとも１つの機能的パラメータおよび／または組成パラ
メータをそれぞれ制御するための自動化システムでそれらの信号を活用するためである。
【００６８】
　これらの結果は次に、例えば潤滑剤のレベル、エンジン負荷、２ストローク・エンジン
の場合におけるピストンの作動、４ストローク・エンジンにおける油の投入の更新（部分
的なものでもよい）に、或いはエンジンや機械の運転を制御するための如何なるパラメー
タにも影響を及ぼすために活用される。
【００６９】
　本発明による装置の分配組立体は、エンジンの下流側に位置した、検査の成されるべき
製品の代表である配管上に定置されているのが有利である。
【００７０】
　潤滑剤は、潤滑回路内の圧力下にある（例えば数バールの）箇所から抜き取られてもよ
い。換言すれば、分配組立体への潤滑剤供給部が、工業的機器の加圧箇所であってもよい
。
【００７１】
　抜き取られた油は、分配組立体内へと導入され、少なくとも１つのマイクロアナライザ
によって分析され、それから前記潤滑回路内へと再注入されて戻される。
【００７２】
　なお一層有利なこととして、２つの同様の装置が、工業的機器の上流側と下流側とに定
置されていてもよい。
【００７３】
　具体的には、１つの同様の分配組立体が、同じようにフィルタや機能的構成要素を装備
して、エンジンや機械の上流側に定置されていてもよい。それは、工業的機器の前後で結
果を分析することによって、例えば当該工業的機器の摩耗率をより精確に定量化すること
や、補助的回路や潤滑剤処理回路の正確な作動（冷却、濾過、或いは水分や何らかの他の
液体で生じ得る汚染）を監視することを可能とするかもしれない。
【００７４】
　装置の、より具体的には（それ自体が少なくとも１つの機能的構成要素を支持する）１
つないし複数の配管モジュールを支持している分配組立体の、小さな寸法と卓越したモジ
ュール性によって、当該分配組立体を船舶用エンジン上の適所に、即ち工業的機器にでき
るだけ接近して、設置することが可能となるかもしれない。
【００７５】
　本発明は、単独または混合物での潤滑剤の循環を伴う工業的機器を制御するための方法
であって、前記循環している潤滑剤の少なくとも１つの物理化学的特性または固有の特性
を連続的または不連続的に監視することによって前記制御が行われる方法に関するもので
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もあり、当該方法においては、
　－　本発明による装置の中へと潤滑剤が連続的または不連続的に導入され、
　－　分配組立体の本体上に定置される配管モジュールに対して連結された分析手段によ
って、前記潤滑剤の少なくも１つの物理化学的特性および／または固有の特性が測定され
、そして、
　－　測定された１つないし複数の値を次に信号の形態で返すことができるように、それ
らの値が電算化手段によって処理され、それらの信号の形態は、測定された特性の性質お
よび応答に従って工業的機器および／または潤滑剤の機能的パラメータをそれぞれ制御す
るのに適した信号の形態である。
【００７６】
　少なくとも１つの物理化学的特性の連続的な監視は、マイクロアナライザによって測定
される大きさへの、リアルタイムでの間断無い応答である。これが、中速から高速の４ス
トローク船舶用エンジンの潤滑油の質や、低速２ストローク・エンジンのシステム油が如
何にして監視されるかということである。
【００７７】
　少なくとも１つの物理化学的特性の不連続的な監視は、マイクロアナライザによって測
定される大きさへの周期的な応答である。例えば、低速２ストローク船舶用エンジンのシ
リンダ油の質、より具体的には滲出油の質を監視するときには、当該エンジンの分配組立
体が、まず初めに潤滑剤で満たされ、次に、マイクロセンサやマイクロアナライザが分析
を行えるように、当該潤滑剤の回路から分離される。それから、検出ないし監視しようと
するエンジンや機械の現象のタイプに合うように用いるべき測定のタイプに応じて、数十
秒、それどころか数分、或いは極めて単純に数時間の間隔の後で、新たなサイクルが再開
する。
【００７８】
　抜き取られた潤滑剤は、分析後に工業的機器の潤滑回路内へと連続的に再注入されても
よい。
【００７９】
　少なくとも１つの物理化学的特性または固有の特性の連続的な監視は、特に、中速から
高速の４ストローク船舶用エンジンの潤滑油、および低速２ストローク・エンジンのシス
テム油に対して行われてもよい。
【００８０】
　少なくとも１つの物理化学的特性または固有の特性の不連続的な監視は、低速２ストロ
ーク船舶用エンジンのシリンダ油に対して行われてもよい。
【００８１】
　工業的機器の機能的パラメータは、エンジンの出力、潤滑剤の性質、および／または潤
滑のレベルであってもよい。
【００８２】
　本発明は最後に、エンジン、特に中速から高速の４ストローク・エンジンまたは低速２
ストローク・エンジンの運転を検査するための、本発明の主題を成す装置および方法の船
上での使用に関するものである。
【００８３】
　そのもう１つの態様において、本発明は、特に低速２ストローク・エンジンの場合にお
いて、エンジンの潤滑のレベルなどの一定の運転パラメータを最適化できるようにするた
めの、本発明による装置または方法の使用に関するものである。
【００８４】
　本発明のさらにもう１つの態様は、潤滑剤のＢＮの値を、特に、燃料、とりわけ重質燃
料について（例えばリアルタイムで）測定された硫黄含有量の関数として最適化するため
の、本発明による装置または方法の使用に関するものである。
【００８５】
　本発明のなおもう１つの態様は、潤滑剤の配合を連続的に、即ちリアルタイムで、マイ
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クロセンサおよび／またはマイクロアナライザによって取得された測定値の結果に基づい
て最適化し、かくして正確なエンジンや装置の運転のために必要な最低限のレベルにまで
潤滑剤の消費を低減し、また大気中への排出物を低減することによって環境への影響を改
善するための、本発明による装置または方法の使用に関する。この最適化は、特に重質燃
料において測定された硫黄のレベルに応じて達成されてもよい。
【００８６】
　もちろん、この代替的形態は、船舶が（塩基性油／添加剤／強化剤その他を混合するた
めの）混合ユニットを有するときには、もっと容易に成し遂げることができる。
【００８７】
　本発明はまた、例えば、機械（例えば回転機械）の運転を検査するため、ないしは、極
めて単純に、その小さな寸法のおかげで、自動車用エンジン（或いは、競走用エンジンを
その機械的性能の限界で使用できるように当該競走用エンジンまでも）の運転の車載式検
査のために用いられてもよい。
【００８８】
　ここで、添付の非限定的な図面を参照して本発明を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】例えば、４ストローク船舶用エンジンや低速２ストローク・エンジンのシステム
油に、或いは潤滑剤が圧力下にある状態で作動する如何なるタイプの工業的機器の潤滑回
路にも適用される、本発明による装置の概略図。
【図２】例えば、２ストローク船舶用エンジンに、より具体的には、これらのエンジンの
シリンダ油（当該油は、当該シリンダの底部に滲出油の形態で集められる）の分析的な監
視に適用されるような、本発明による装置の概略図。より一般的には、これは、大気圧で
の不連続的な滴下で集められる流体について行われる分析であって、その滴下の分析的な
監視が最適化を考慮しているものである。
【発明を実施するための形態】
【００９０】
　図１において、そしてシステム油についての４ストロークおよび２ストロークの船舶用
エンジンのために、装置は：
　－　船舶用エンジン（Ｍ）の下流側に定置された分配組立体（２）と、
　－　この分配組立体（２）の本体上に定置された、少なくとも１つの配管モジュール（
６）と、
　－　この配管モジュール（６）に対して連結された、少なくとも１つの機能的構成要素
（８）と、
　－　この機能的構成要素（８）によって生成された信号を測定するための、少なくとも
１つの測定システム（１０）と、
　－　工業的機器（この場合は船舶用エンジン）または循環している潤滑剤のそれぞれ少
なくとも１つの機能的パラメータまたは組成パラメータを制御するための、少なくとも１
つの自動制御システム（１２）と、
を備えている。
【００９１】
　潤滑剤は、エンジン（Ｍ）の潤滑回路の一箇所（Ａ）から連続的に抜き取られる。この
箇所（Ａ）においては、圧力が例えば１から５バールまで変化するかもしれない。潤滑剤
がここで抜き取られる抜取り箇所は、エンジン（Ｍ）の下流側に定置された単一の箇所と
なっている。
【００９２】
　潤滑剤は、配管（１）を通じて分配組立体（２）内へと導入される。当該分配組立体（
２）は、潤滑剤の循環する配管（３）によって迂回されている。これは、エンジン（Ｍ）
の潤滑回路を通る正確な流量を保証するためである。
【００９３】
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　分配組立体（２）を出ると同時に、潤滑剤は、配管（４）によって潤滑回路（この場合
は閉回路）内へと再注入される。
【００９４】
　分配組立体（２）は本体（５）から成っており、この本体（５）上に（より具体的には
、本体（５）の平坦面のうちの１つの上に）配管モジュール（６）が固定されている。こ
の配管モジュール（６）は、分析すべき潤滑剤を機能的構成要素（８）に供給する。フィ
ルタ（７）が存在していてもよく、特に分配組立体の縦軸線に沿って定置されていてもよ
い。このフィルタは、潤滑剤が配管モジュール（６）に、最終的には機能的構成要素（８
）に入る前に、その潤滑剤が濾過されることを保証している。
【００９５】
　極めて明らかに、分配組立体（２）は、配管モジュール（６）がその上に定置される幾
つかの平坦面から成っていてもよい。これらの配管モジュール（６）自体は、マイクロセ
ンサやマイクロアナライザやＭＥＭｓやＮＥＭｓとしても知られた、幾つかの機能的構成
要素（８）に対して連結される。後者の構成によって、非常に小さな分析スペースにおい
て、幾つかのマイクロアナライザからの応答、即ち潤滑剤についてリアルタイムで決定さ
れている幾つかの物理化学的特性ないし固有の特性における測定値の応答を得ることが可
能となる。
【００９６】
　電気的接続（９）によって測定システム（１０）に接続された機能的構成要素（８）は
、測定されている特性を代表する信号を出す。この信号は、次に電気的接続（１１）を介
して自動システム（１２）を制御するために、当該測定システム（１０）において整形さ
れることとなる。
【００９７】
　測定された特性の性質に応じて、自動システム（１２）の較正に従って、エンジン（Ｍ
）を監視および最適化するために、リンク（１３）を介してデータが送られる。或いは、
船舶が例えば新品の潤滑剤を補充するための自動ユニットを装備しているときには、潤滑
剤の組成を修正するようにという指令が、リンク（１４）を伝って送られる。
【００９８】
　図２において、そして２ストローク船舶用エンジンのため、特にシリンダ油の分析的な
監視のため、そして特に滲出油を分析するために、本発明による装置は：
　－　分配組立体（２０）と、
　－　この分配組立体（２０）の本体上に定置された、少なくとも１つの配管モジュール
（２１）と、
　－　この配管モジュール（２１）に対して連結された、少なくとも１つの機能的構成要
素（２２）と、
　－　この機能的構成要素（２２）によって生成された信号を測定するための、少なくと
も１つの測定システム（２３）と、
　－　工業的機器または循環している潤滑剤のそれぞれ少なくとも１つの機能的パラメー
タまたは組成パラメータを制御するための、少なくとも１つの自動制御システム（２４）
と、
　－　分配組立体内部の潤滑剤に対して圧力を加えることを可能とする、少なくとも１つ
の装置（２９）と、
から成っている。
【００９９】
　図２には、２ストローク・エンジン（Ｍ）の１つのシリンダ（Ｃ）だけが描かれている
が、説明される装置は、船舶用エンジンの複数のシリンダのそれぞれに対して適用される
。
　２ストローク船舶用エンジン（Ｍ）のシリンダ（Ｃ）には、配管（２６）を通じて新品
の油が供給される。そのシリンダ潤滑システムは、当該技術において「損失油潤滑」とし
ても知られた、損失潤滑剤型式のものである。
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【０１００】
　燃焼生成物で汚染された滲出油は、シリンダの下方箇所（Ａ）にて大気圧で抜き取られ
、配管（２５）を通じて分配組立体（２０）内へと、マニホールド（２７）を介して、不
連続的に流れる。
【０１０１】
　マニホールド（２７）内での流れの割合は、例えば初期潤滑レベルの０.１から３０％
まで変化するかもしれない。
【０１０２】
　例えば潤滑剤を分析する前にその潤滑剤に対して初期濾過を行う目的で、滲出油（２８
）を前処理するための装置が捕集システム（２７）内に定置される。
【０１０３】
　分析サイクルは、以下の各段階から成る：
　ａ）　分析装置（２０）を満たすことができるようにスロップ流出口（３４）が隔離さ
れる。スロップ流出口（３４）が閉鎖される前に、分析される製品の到来によって、分析
装置（２０）の連続的なパージが行われてもよい。
　ｂ）　マイクロセンサやマイクロアナライザのために小さな使用容積しか必要としない
おかげで、最低限の長さの時間で分析装置（２０）が完全に満たされたとき、装置（２９
）が滲出油流入口を自動的に隔離する。
　ｃ）　４ストローク・エンジンの場合と同様に、機能的構成要素（２２）は、電気的接
続（３０）に沿って、測定されている特性を代表する信号を出す。この信号は次に、後で
電気的接続（３１）を介して自動システム（２４）を制御するために、測定システム（２
３）において整形されることとなる。
　ｄ）　分析サイクルの終わりに、分析装置（２０）を空にするために、スロップ流出口
（３４）が開放される。
　ｅ）　この空にする動作の後で、スロップ流出口（３４）の閉鎖によって分析サイクル
がリセットされる。
【０１０４】
　測定された特性の性質に応じて、自動システム（２４）の較正に従って、監視および最
適化をする目的のためのデータが、リンク（３２）を介してエンジン（Ｍ）に送られる。
或いは、例えば船舶がエンジンの潤滑レベルを変更するための自動ユニットを装備してい
るときには、この潤滑のレベルを変更するようにという指令が、電気的リンク（３３）に
沿って送り出される。
【０１０５】
　本発明の主題を成す装置および方法は、潤滑剤消費を必要最小限にまで減らすことを可
能とし、エンジンを最適なレベルで運転するために、そのエンジンの正確な運転を検査す
ることを可能とし、またＢＮの変化、粘度の変化、引き剥がされている金属の兆候、潤滑
回路内への水分の予期せぬ侵入を検出することをも実質的に可能とし、かくして、現象が
悪化して、多かれ少なかれエンジンの部分的な破壊や当該エンジンないし装置の機能停止
へと潜在的に繋がる前に、そして最終的には、船舶がそれ自体公海上で動けないと分かる
前に、迅速に対応することを可能とするのである。
【０１０６】
　上記パラメータの連続的ないし不連続的な測定の結果は、極めて迅速に、特に既存技術
における従来の分析よりも著しく改善された所要時間で、船上にて利用可能とされる。
　具体的には、今日の従来型測定は、試料の取得、これらの試料の港への発送、それらの
試料の、必要な分析のタイプについて責任のある試験所までの引き続いての輸送、分析結
果の船舶への返送を必要とする。このプロセスでは、例えば鉄含有量が限度にあることや
潤滑剤の含水量が異常であることを検出するのに数週間かかる可能性があり、異常が始ま
ってから長期間後にこれが発見されて、当該異常がエンジンの正確な運転の妨げとなる可
能性がある。
【０１０７】
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　また、マイクロセンサやマイクロアナライザによるオンライン測定は、試験所で行われ
る測定の反復性よりも遙かに優れた反復性に関する性能を示す（当該反復性は、職員の質
や訓練によって、かなり大きく影響されるのである）。

【図１】 【図２】
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